
修

【
略
歴
】
１
９
５
３
年
、
首
里
寒
川
町
生
ま
れ
。

向
氏
・
玉
川
門
中
。

城
西
小
、
首
里
中
、
浦
添
高
、
沖
縄
国
際
大
卒
。

那
覇
市
議
３
期
。県
議
３
期
。県
監
査
委
員
１

期
。玉
城
デ
ニ
ー
選
対
副
議
長
。新
基
地
建
設

反
対
県
民
投
票
連
絡
会
議
副
議
長
。

◉
現
在　

総
務
企
画
委
員
長
、米
軍
基
地

関
係
特
別
委
員
。オ
ー
ル
沖
縄
会
議
幹
事
。

党
県
議
団
長
、県
副
委
員
長
。

無
料
生
活
相
談
２
４
年

玉
城
県
政
・
城
間
市
政
さ
さ
え

生
活
応
援
、経
済
回
復

玉
城
県
政
・
城
間
市
政
さ
さ
え

生
活
応
援
、経
済
回
復

◉
中
学
卒
業
ま
で
通
院
費
無
料

◉
子
ど
も
貧
困
対
策
の
拡
充

◉
保
育
士
・
学
童
指
導
員
の
待
遇
改
善

◉
鉄
軌
道
交
通
の
導
入
。離
島
の
振
興

◉
性
の
多
様
性
を
尊
重
す
る

沖
縄
県
宣
言

◉
首
里
城
早
期
再
建
と
一
体

で
、
御
茶
屋
御
殿
な
ど
の

戦
災
文
化
財
の
復
元
を

◉
平
和
学
習
へ
、第
３
２
軍

司
令
部
壕
跡
の
保
存
公
開

衆
院
議
員

赤
嶺
政
賢

前
参
院
議
員

糸
数
慶
子

那
覇
市
長

城
間
幹
子

玉
城
デ
ニ
ー

後
援
会
会
長

呉
屋
守
將

副
市
長

久
高
將
光

知
念
覚

副
知
事

富
川
盛
武

謝
花
喜
一
郎

県
知
事

玉
城
デ
ニ
ー

オ
ー
ル
沖
縄
会
議

共
同
代
表

照
屋
義
実

参
院
議
員

伊
波
洋
一

参
院
議
員

高
良
鉄
美

元
衆
院
議
員

古
堅
実
吉

「ブレずにオール沖縄」　県政を支える大黒柱 とぐち修さんを 詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

新基地建設費２兆５５００億円（県試算）＝県民一人あたり１７５万円

米軍新基地建設より県民優先を
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、医
療
・
介
護
現
場
を
は
じ
め
、社
会
生
活
を
支
え
て

お
ら
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。私
も
党
派
を
こ
え

て
共
同
し
、く
ら
し
を
応
援
、経
済
回
復
へ
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

安
倍
自
公
政
権
の
対
策
は
遅
す
ぎ
る
！

「
継
続
し
た
個
人
補
償
を
」「
家
賃
・
固
定
費
補
助
を
」

の
声
を
選
挙
で
あ
げ
、国
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
の
ド
サ
ク
サ
に
ま
ぎ
れ
て
辺
野
古
基
地
建
設
を

強
行
す
る
安
倍
自
公
政
権
は
許
せ
ま
せ
ん
。

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ　

ウ
セ
ェ
ー
テ
ィ　

ナ
イ
ビ
ラ
ン
ド—

県
民
の
誇
り
と
尊
厳
を
か
け
た
思
い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◉
国
の
責
任
で
継
続
的
な
補
償
を

◉
介
護
・
学
童
・
保
育
へ
の
支
援

◉
消
費
税
を
す
ぐ
５
％
減
税
、ゼ
ロ
へ

◉
米
軍
基
地
の
コ
ロ
ナ
情
報
開
示

一
人
１
７
５
万
円
を
県
民
の
コ
ロ
ナ
支
援
へ
！

オ
ー
ル
沖
縄
で
新
基
地
ス
ト
ッ
プ
！

と
ぐ
ち

とぐち修 検索
LINE

オ
ー
ル
沖
縄


